
単位：百万円（　）内は構成比

（令和２年６月１日作成）

市有財産現在高 ３０年度末 元年度末 借入先

1,084 百万円
渋谷土地区画
整理事業

会　　　　　計 歳入 歳出

介護保険事業

国民健康保険事業 22,762 百万円 22,762 百万円

1,084 百万円

15,641 百万円

2,925 百万円 2,925 百万円

資本的収入
及び支出

収益的収入
及び支出病院事業

（企業会計）

後期高齢者医療事業

8,319 百万円

400百万円
全　会　計
（３月末現在）

合　　　　計

下水道事業 8,319 百万円

42,223 百万円

年度末現在高

15,641 百万円

491 百万円 941 百万円

12,674 百万円 12,674 百万円

63,896 百万円 64,346 百万円

建物 42,663 百万円 41,229 百万円
地方公共団体
金融機構 23,345 百万円

23,126 百万円

合計 88,694 百万円出資による権利 699 百万円 699 百万円

一時借入金の現在高

253,550 百万円

※表内の各数値は端数処理されているため、実際の数値と比べて若干の差が発生している場合があります。

51 百万円 51 百万円有価証券

合計

251 百万円

土地

14,236 百万円 11,960 百万円 その他

199,599 百万円 199,360 百万円 公的
資金

政府資金

基金

257,455 百万円

債権 207 百万円

一般会計の性質別歳出

36,757 

8,915 

8,740 

8,713 

7,004 

4,203 

2,634 

2,498 

令和２年度 当初予算

一般会計の状況

市有財産現在高

13,685 

13,614 

7,862 

5,265 

5,153 

4,289 

1,222 

1,115 

106 

扶助費

物件費

人件費

補助費等

公債費

繰出金

普通建設事業費

貸付金

維持補修費

その他

●一般会計・・・行政を運営するため

の基本的な経費をまとめた市の中心

的な会計です。市税を主な財源とし

ています。

●特別会計・・・特定の事業を行う場

合､一般会計と区別し編成された会

計です｡

独立採算性を原則とする企業的色

彩の強い事業を行う場合に、法律等

に基づいて設置されます。

●企業会計・・・企業の効率的な

経営管理と業務の発展を考え、

利用者からの料金を主な財源とする

会計です。

財政用語の豆知識

36,196 

2,700 

1,590 

5,100 

15,680 

5,985 

5,417 

3,930 

2,866 

令和元年度 補正後予算

特別会計・企業会計の状況

一般会計の状況

特別会計・企業会計の状況

36,333 

1,838 

1,560 

3,603 

15,766 

5,937 

5,256 

4,750 

3,047 

73,450円

48.2%
62,052円

40.7%

9,035円
5.9%

6,641円

4.4%
1,142円

0.8%

市民一人当たり市税負担額

152,320円

市民税

固定資産税

都市計画税

市たばこ税

軽自動車税

※令和２年度当初予算額 及び

令和２年４月１日現在の統計をもとに作成

74,909円
48.9%61,331円

40.0%

8,928円
5.8%

7,070円

4.6% 1,084円

0.7%

市民一人当たり市税負担額

153,322円

市民税

固定資産税

都市計画税

市たばこ税

軽自動車税

※令和元年度補正後予算額 及び

平成３１年４月１日現在の統計をもとに作成

38,351 

8,157 

7,596 

7,208 

6,552 

5,266 

2,632 

2,328 

市民一人当たりの歳出 市民一人当たりの性質別歳出

令和２年４月１日 現在
人＠口： ２３８，５３０ 人
世帯数： １０９，６７６ 世帯
面＠積： ２７．０９ k㎡

地方自治法第２４３条の３第１項及び大和市財政状況の作成

および公表に関する条例の定めるところにより、財政状況を

次のとおり公表します。

令和２年６月１日 大和市長 大 木 哲

　　　　　 歳入 ７８０億９千万円

　　歳出 ７８０億９千万円

（単位：百万円）（単位：百万円） 歳入 ６０８億２千４百万円

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

●「令和元年度 補正

後予算」とは、それぞれ

の会計における令和元

年度当初予算と、同年

度に編成された全ての

補正予算の補正額を合

計したものです。
（決算額とは異なります｡）

「補正後予算」とは

　　　　　 歳入 ７９４億６千万円

　　歳出 ７９４億６千万円

使用料及び

手数料

自主財源

４３，３３４

（百万円）

市が自主的

に収入できる

財源

市税

諸収入

その他

依存財源

３４，７５６

（百万円）

国や県から

の交付金・

借入金

国庫支出金

県支出金

市債

地方消費税

交付金

その他

使用料及び

手数料

自主財源

４５，５８６

（百万円）

市が自主的

に収入でき

る財源

市税

諸収入

その他

依存財源

３３，８７８

（百万円）

国や県から

の交付金・

借入金

国庫支出金

市債

県支出金

地方消費税

交付金

その他

公共施設の使用料や住民票の交

付手数料など

市民税、固定資産税、軽自動車

税、市たばこ税など

預金利子や雑入など、他の収入科

目に含まれない収入

繰入金(財政調整基金等の取り崩

し)、繰越金、寄付金など

国から交付される補助金、負担金

など

国や金融機関から借り入れる資金

県から交付される補助金、負担金

など

消費税10%のうち22/100が地方消

費税、そのうち1/2を市町村に交付

(所得税や法人税等の国税から一定

額を国が交付する税)地方特例交付

金など

民生費

教育費

総務費

衛生費

土木費

公債費

消防費

その他

社会・児童福祉など社会生活を保障

するために必要な経費

市役所を運営するための全般的な経

費

小・中学校、生涯学習などの教育関

連経費

予防注射やゴミ処理など、健康で衛

生的な生活のための経費

道路や河川の整備、区画整理などの

経費

市債の元金や利子の償還金

生活の安全を守る消防活動費

商工費、労働費、議会費、農林費、

予備費、災害復旧費など

市
債
現
在
高
（特
別
会
計
・病
院
含
む
）

資本的収入
及び支出

病院事業
（企業会計）

収益的収入

及び支出

合　　　　計 67,173百万円 69,083百万円

600百万円 1,374百万円

16,971百万円 16,971百万円

後期高齢者医療事業 3,183百万円 3,183百万円

下水道事業
（企業会計）

収益的収入

及び支出 6,805百万円 6,454百万円

資本的収入
及び支出 5,127百万円 6,177百万円

歳入 歳出

国民健康保険事業 21,859百万円 21,859百万円

会　　　　　計

介護保険事業

12,628百万円 13,065百万円

25,779

総務費

土木費

公債費

消防費

その他

民生費

衛生費

教育費

民生費 160,781円

衛生費 34,196円

総務費 31,846円

教育費 30,218円

土木費 27,469円

公債費 22,075円

11,036円

その他 9,758円

合計 327,379円

消防費

その他

合計

108,075円

57,372円

57,075円

32,960円

22,074円

21,604円

17,980円

5,121円

4,673円

445円

327,379円

公債費

繰出金

普通建設事業費

貸付金

維持補修費

扶助費

物件費

人件費

補助費等


